
大災害時、公的な支援物資はすぐには届きません。
救援活動が受けられるまでの備蓄品は、各家庭で備えておく必要があります。
家族構成に合わせて必要なものを用意しておきましょう。

【家庭内備蓄】（例）
□ 飲料水 ※１人あたり１日３ℓを７日分
□ 食料 ※７日分（うち調理不要な非常食３日分）
□ 携帯・簡易トイレ ※１日平均回数を７日分
□ カセットコンロ、ボンベ
□ 毛布、寝袋等 □ 洗面用品
□ ウェットティッシュ、トイレットペーパー □ ラップ、アルミホイル
□ 感染予防用品（マスク、体温計、消毒液等） など

【非常持出品】（例）
□ 現金 □ 貴重品（印鑑等） □ モバイルバッテリー
□ 健康保険証（写し） □ 食料（水、非常食）□ ラジオ
□ 懐中電灯 □ 乾電池 □ 生理用品
□ 医薬品類 □ お薬手帳 □ 眼鏡、入れ歯、補聴器 など

【乳幼児がいる家庭】（例）
□ ミルク □ ほ乳瓶 □ 離乳食
□ お尻ふき □ 紙おむつ □ 抱っこ紐
□ バスタオル □ ガーゼ □ 母子健康手帳 など

【要配慮者がいる家庭】（例）
□ 着替え □ 紙おむつ □ 障害者手帳
□ 補助具の予備 □ 常備薬 □ 緊急時の連絡先 など




